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●売上高は、為替の円高影響があるも、前年比104%。 

●利益項目は、前年比40%以上の増益。 

●純利益は、前年比2倍の増益。 
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●海外売上高比率は、前年比△4ポイントの73%。 

●中国は需要減少により前年比△30%となるも、その他の地域は堅調に推移
した。 
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●為替の円高影響があるも、原価低減や部品・サービス売上の増加で、
原価率が前年比2.0ポイント改善。 

●営業利益率は、前年比1.5ポイント改善。 
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●営業外損益の合計は、対第2四半期4億円の改善。 
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●経常利益は、前年比43%の増益、利益率は1.5ポイントの改善。 

●純利益は、前年比2倍、利益率も1.1ポイントの改善。 
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●売上増と、売上増を賄う間接費増の合計で+12億円。 

●売価改善、資材費低減の合計で90億円の増益となるも、為替影響
△125億円。 

●上記のマイナスに対し、部品・サービス売上増を中心とする構成差
等で+112億円あり、経常利益は、対前年89億円増の297億円。 
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●中国の需要を対前回見通しで10千台の減少の79千台と推定。 

●全世界では、対前回見通しより5千台減の224千台と推定。 
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●前年度比較でみると、売上高は5％の増加、利益面では2桁の伸び
となる。 

●前回予想との比較では、中国の需要減が主因となり、売上高は500
億円下回る8,100億円を想定。営業利益は50億円下回る600億円、経
常利益は据え置き、純利益は20億円の増益を想定。 

●為替については、1月以降 ドル77円(前回77円) ﾕｰﾛ100円(前
回105円) 人民元12.2円(前回12.0円) と想定。 
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●海外売上高比率は、前年比△3ポイント、10月公表時△2ポイントの75％となる
見通し。 

●地域別売上では、中国で前年同期比30%減、それ以外の地域ではプラス。 
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●前回予想値に対しては、売上増については中国の需要減等が影響し
△173億円、為替は△7億円。 

●上記のマイナス要因を、原価低減や部品・サービスの売上構成比
アップと利益率の改善、マイニングの売上増による利益増や、営業外
損益の好転により、前回予想と同額の経常利益を確保する。 

●純利益では、税制改正による剰余金の税効果等により20億円プラ
スの250億円を予定している。 



16 


